
1. 橋梁個別施設計画の背景・目的 

 

1）背 景 

弟子屈町が管理する道路橋は、全 76 橋（橋梁個別施設計画における策定数は全 76 橋）あり、その大半 

は高度経済成長期（1955 年～1973 年）以降に建造されてきたものとなっています。このうち、建設後 50 年 

を経過する高齢化した橋梁数の割合は、現在のところ全体の約 20％程度であり、20 年後には、この割合が 

約 80％を占め、高齢化した橋梁が急速に増大するという調査結果が得られています。これにより、多くの 

橋梁では、経年劣化に伴う損傷や不具合が発生する可能性が増え、それらは交通の安全を脅かすことに 

つながっていきます。 

 

図 1 弟子屈町における建設後 50年以上の橋梁数の推移

 

 

2）目 的 

今後の目的としては、高齢化する橋梁の増大に対し地域の 

道路網の安全性、信頼性を確保しつつ、これまでの事後保全的 

な対応から計画的かつ予防的な対応に転換を図り、長寿命化に 

よるコスト削減を図る。 

また、橋梁点検及び橋梁個別施設計画の方針、修繕優先順位 

の考え方等を体系的に整理し、計画的管理を導入することで、 

必要予算の平準化を図り、将来の大きな財政負担を緩和させる。 

図 2 必要に応じた修繕のイメージ 
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